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転写因子Nrf1による生体恒常性維持機構の解明 

≪概要≫  
  Nrf1はCNC-bZipファミリーに属する転写因子であり、抗酸化応答配列（ARE）
に結合することで遺伝子を発現調節する。肝特異的欠失マウスでは脂肪肝炎を示
し、中枢神経系特異的Nrf1欠失マウスは進行性の運動失調を示す。しかし、明確
な表現形に反して、原因となるNrf1標的遺伝子が同定できていなかった。 
   私たちは、Nrf1を調節する化合物の探索や遺伝子改変マウスの再解析を通し
て、Nrf1の生体恒常性維持機構について明らかにしてきたので紹介する。 
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